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大会・公式戦結果 

 

 小 2  

【横浜市春季少年サッカー大会】 

vs EMSC   0-6● 

 

 JUNIOR YOUTH  

【県 U-13 リーグ】 

vs 綾瀬 FC  2-2△ 

【県 U-14 リーグ】 

vs FC緑   4-0○ 

vs JFC FUTURO SAGAMI 4-2○ 

 

 YOUTH  

【県 U-18 リーグ】 

vs 橘学苑   1-5● 

 

【関東コラボレーションダイアゴナル杯】 

vs プロメテウス EC  0-3● 

 

 TOP  

【県社会人サッカーリーグ 1部】 

vs 品川 CC横浜  0-3● 

 

 PAPAS  

☆OVER50 

【市シニアマスターズ】 

vs 県庁フェニックス  3-0〇 

☆OVER40 

【市シニアマスターズ】 

vs 神奈川 40  0-1● 

☆REC 

【県四十雀 4部リーグ】 

vs 伊勢原シニア 40  0-3● 

☆COMP 

【県四十雀 2部リーグ】 

vs VERDRERO港北  1-0○ 

今、グラウンドでは･･･ 

TOP 

【県リーグ品川 CC横浜戦】 

TOPチームは 6月 27日(日)に品

川 CC 横浜とリーグ戦を行い、0-3

で敗れました。現時点でリーグ戦、1

分 3 敗勝ち点 1 のままです。品川

CC 横浜 、 YOKOHAMA FIFTY 

CLUB など、近年県リーグで上位に

いる強豪チームと戦い、実力の差は

ありましたが、かながわクラブ TOP

チームも内容的には善戦していま

す。 

今シーズンの監督の戦い方は、

DF ラインを重要視しています。DF

ラインの上げ下げによって、中盤で

相手を自由にさせない、人数をかけ

つつも、統率の取れたポジショニン

グやカバーリング、さらにボールを

奪った後は、ボールを持っている選

手を追い越す他の選手の動きなど、

どこにボールがあっても人数をかけ

るという戦略をとっています。そのた

めには、今まで以上の運動量が必

要となり、練習回数が少ない現状で

は、個人個人の自主トレーニングが

重要になってきます。 

練習を見ても、今年の練習に対

する選手の目つきが今までとは違

います。蔓延防止により、練習時間

が 1 時間しか取れないときもありま

すが、練習の後は選手全員がへと

へとになるくらい、集中して練習を

行っています。 

まだ、結果は出ていませんが、後

半戦へ向け、必ず良い結果をもたら

してくれると信じています。 
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【オフィシャルサイト TOPチームページ】  

http://www.kanagawaclub.com/topteam.html 

(中本 洋一） 

 

 

YOUTH 

短縮された練習時間の中で、

100%でやり切っている選手も入れば、

やっていない選手もいます。しかし、

私の見ているユース、中 3の選手達

にはこの練習で成長したい、何か考

えて目標をもってプレーしている選

手が少ないと思います。全力でトレ

ーニングをすることも大事ですが、

目標を持って練習に来ることも大事

なことだと私は思います。目標を持

って練習に参加してほしいです。 

6 月から K4 リーグとダイアゴナル

杯がスタートしました。結果は良くあ

りませんが、ビルドアップに関しては

少しずつ良くなってきています。し

かし、相手陣地に入った時からシュ

ートまでなかなか行くことができませ

ん。7 月、8 月は相手陣地に入った

時の連動した動き方、ボール、選手

のスピードの変化、ゴール前での攻

防などをトレーニングして行きたいと

考えております。 

今後ともよろしくお願い致します。 

（今川 暉一朗） 

 

 

JUNIOR YOUTH 

中 3は、U-15 リーグの試合が雨

天順延となってしまったこともあり、

高校生年代の試合が続きました。

高校生相手にも臆することなく、本

当によく戦うことができている選手

が多いです。ただ一方で、高校生

相手だから負けてもしょうがない、

これくらいがんばれているのだから

十分だとか、どこかで自分たちの

限界を決めてしまっているような雰

囲気を感じる場面も多く見受けら

れます。高校生相手に勝利という

結果が出ないのは仕方がない部

分もあるので、結果だけでモチベ

ーションを落とすことなく、何が出

来て何が出来ていないのかを整理

して、引き続き向上心を持って取り

組んでいってもらいたいと思います。

高校生相手に練習、試合を繰り返

している選手たちは確実に逞しく

成長できております。 

中 2 は 6 月に行われた U-14 リ

ーグの試合で 2 連勝することがで

きました 。特に JFC FUTURO 

SAGAMI 戦では、雨の影響で大き

な水溜まりのある悪コンディション

の中で尚且つ先制点を許すという

厳しい状況に追い込まれましたが、

ひるむことなく得点を重ね逆転で

勝利することができたことは、精神

的な成長も感じることができました。

トレーニングマッチでも相手を内容

で圧倒することが出来ており、攻守

の切り替えの速さ、運動量、思い

切りの良さというこの学年のストロン

グポイントは、継続して伸ばしてい

けていると感じています。 

中 2・3 どちらにも言えることです

が、まだまだ判断せずに安易にロ

ングボールを蹴ってしまうシーンが

多いです。ただ安易に前線にロン

グボールを放り込むのではなく、相

手・味方の状況を見て判断し、もう

少しボールを大切にし相手と駆け

引きをしながらショートパスを正確

に繋いでいけるように、引き続き取

り組んでいってもらいたいです。 

(豊田 泰弘) 

 

U-13 は 6 月 12 日（土）に綾瀬

FCジュニアユースとU-13リーグの

開幕戦を迎えました。結果は 2-2

の引き分けに終わりましたが、【前

半先制される】→【後半逆転する】

→【最後は追いつかれる】といった

シーソーゲームでした。 

選手達は、前半は緊張や先制さ

れた動揺もあり思うようなパフォー

マンスは発揮できませんでしたが、

後半は勇気を出して攻守ともに積

極的プレーを見せてくれたと思い

ます。 

この日の相手はロングボールを

多用していたため、【ボールへのア

プローチ】【ヘディングの競り合い】

【セカンドボールへの対応】【ライン

コントロール】など、試合に必要な

スキルを学ぶきっかけとなりまし

た。 

また、遠方の会場、暑さ、粗悪な

グランドコンディシという条件でした

が、この悪条件こそがタフに成長

するための絶好な環境だと思って

おりますので、本当に良い機会と

なりました。 

雨の影響により 2 節以降はまだ

行えておりませんが、今後もリーグ

戦を通して彼らの成長を楽しみに

指導にあたりたいと思います。 

(樋口 圭太) 
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小 6 

6 月は公式戦がありませんでした。

トレーニングでは「球際の強さ」「試

合を通して走り切れる体力作り」を

引き続き求めました。その 2 つの部

分は少しずつ良くなってきていま

す。 

これからの課題は「ボールコントロ

ール」「止める、蹴る」だと感じていま

す。 

練習試合やかながわク ラブ

Jr.youth との強化試合では、自分た

ちの技術不足から失点したり、ピン

チになるシーンが散見されました。 

試合で走り切る体力や球際の強

さなど、戦える選手が多くなってきた

中、その細かい技術を身につけて

自分たちが試合を操れるようにして

いきたいと思っています。 

保護者の皆様、いつも選手のサ

ポートありがとうございます。7 月、8

月 か ら 徐 々 に 浦島丘中 での

Jr.youth との練習を行う予定です。 

引き続き、選手のサポートをよろ

しくおねがいします。 

(古山 未来) 

 

 

小 5 

今月もトレーニングマッチを行い

ました。ボールに直接関わる部分の

プレーでは、攻撃においても守備

においても大分積極的にプレーで

きる場面が増えてきています。ただ

し、集中力がまだまだ続かずボール

がないところでプレーをやめてしまう

シーンが多く見受けられました。どう

やったらボールを持っている味方を

助けることが出来るか、どうやったら

良い形でパスを受けてチャンスを作

ることが出来るか、ボールに直接関

わっていない時に何ができるのかを、

もう少し考えて判断してプレーでき

るようにしていってもらいたいと思い

ます。良い準備や予測をすることで

ボールが来てからのプレーが大きく

変わってきます。 

練習でも試合でも 100%全力で取

り組んでもらいたいと繰り返し伝えて

います。集中して取り組める時間が

少しずつ伸びてきていますが、集中

力もプレーの強度も、もっともっと高

められると思います。こちらも練習メ

ニューや設定など、選手たちが夢

中になって取り組めるよう、より工夫

して取り組んでいきます。 

練習中やそれ以外の部分におい

ても、ボールに触れる時間をもっと

増やしていってもらいたいと思いま

す。ボールに触れる時間を長くすれ

ばするほど、必ずボールコントロー

ルの技術は向上します。 

梅雨ということもあり練習ができる

かどうかの微妙な天候が多くなって

きております。この状況で体を濡ら

して体調を崩してはいけないので、

普段よりも慎重に活動実施可否を

判断しておりますことをご了承くださ

い。活動できるときには貴重な活動

時間をより有効にできるように 100%

全力で楽しんで取り組んでいきまし

ょう。 

(豊田 泰弘） 

小 4 

日頃よりクラブの活動にご理解、

ご協力いただきありがとうございます。

最近は気温も高く熱中症に気をつ

けながらの活動となっています。引

き続き帽子や汗を拭くタオルの準備

と飲料水の準備をよろしくお願いい

たします。 

最近のトレーニングを見ていると

積極的にプレーをする選手が増え

てきたように感じます。自分が味方

からパスを受けて、自分で何かをし

ようとする機会を増やすこと、トライ&

エラーを繰り返すことも成長の一歩

だと考えています。初めから全てが

うまくいくわけではないですが、たく

さんのことにトライする子供たちを暖

かく見守っていただければと思いま

す。 

（青木 達也） 

 

 

小 3 

日頃より、クラブの活動にご理解

ご協力をいただきありがとうございま

す。今月は少し判断の要素を入れ

たトレーニングを行ってきました。4

月からパス＆コントロールを実施し

てきましたが、少しずつ「止める」「蹴

る」の技術が向上してきました。試合

でも次のプレーにつながることが増

えてきました。トレーニングではドリ

ブルとパスとシュートを選んでプレ

ーできるように、数的優位な状況を

作り行いました。トレーニングをする

前は何でもドリブルで進もうとする子

が多かったですが、練習を重ねるご

とに相手を見て広いスペースにいる

味方を使う、パスをするふりをしてド

リブルをするなど少しずつプレーの

中でアイデアも出てきました。7月は
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ドリブルに重きをおきより前にボー

ルをはこべるようにトレーニングをし

ていきたいと思います。 

生活面でも元気よく挨拶をする子

が増えて、集合した時には「静かに

しよう」「しっかり話を聞こう」と全体に

声をかける選手も出てきました。そし

て片付けなども自主的に取り組める

ようになってきています。 

今月、対外試合はありませんでし

たが 4年生と試合を行い自分達より

も強い相手と試合をして改めて自分

たちの課題に気づくなどとても良い

経験を積むことができました。 

1 歩ずつではありますが、子ども

達の成長を感じることに喜びを感じ

ております。今後とも子ども達への

サポートをよろしくお願いいたしま

す。 

(髙山 貴紀) 

 

 

小 2 

【初戦を終えて…】 

春の公式戦がスタートしました。初

戦は 6月 20日に行われ、結果は 0－

6 の敗戦でした。その後の同じ相手と

の練習試合では、多少修正ができた

のか？それとも相手が手を抜いてく

れたのか？0－4 まで差が縮まりまし

た。いずれにしても、なかなかこちら

の思う通りに進められないまま、タイム

アップとなりました。 

最近の傾向として、どのチームも組

織的なサッカーを標榜し、徹底的に

鍛え上げてきているという印象でした。

具体的には、整然とポジションをとり、

ボールを奪うために果敢に相手にチ

ャレンジし、奪ったボールは時間をか

けずにスペースで待っている味方に

渡し、ゴールを目指すといった意識が

徹底されているようでした。ゴールキ

ックもそつなく狙っていて、キーパー

のキックミスをすかさずシュートに結

びつける場面も何度か見られました。

こうした大人びた試合運びには感心

しましたが、やはり、今の時期は、個

人の技術（ボールを止める、相手をか

わす、ドリブルで運ぶ）を身につけさ

せなければと再認識させられました。 

【練習の成果を試す？】 

相手の勢いに気圧されて、なかな

か普段の練習の成果を発揮する場面

は少なかったのですが、常に伝えて

いるように、「試合では練習してきたこ

としかできない。逆に、練習していな

いことはできるはずがない」のですか

ら、相手のプレッシャーを感じながら

も、ボールを大切にコントロールし、

相手をかわし、ボールを運ぶというこ

とを少しでもやろうとしていたかどうか

を、一人一人の選手には考えて欲し

いところです。 

試合の中で、何人かは、ボールを

コントロールし、相手をかわし、ボー

ルをドリブルで運ぼうとする姿勢を見

せてくれていました。しかし、大半の

選手は苦し紛れに、あるいは闇雲に

ボールを蹴っ飛ばしていました。ボー

ルを蹴ることがサッカーだと勘違いを

している選手もいたかもしれませんが

…。目の前に相手がいたら、ボール

を蹴っても、相手に当たり跳ね返って、

もっと苦しい状況になります。万が一

相手にあたらなくても、ボールは相手

チームの選手にわたってしまいます。

「蹴るな！」というベンチの声を不思

議に思う保護者の方もいらっしゃるか

とは思いますが、その意味するところ

を汲み取っていただければと思いま

す。 

当然、相手も真剣勝負ですから、

必死にボールを奪いにきます。それ

でも、落ち着いて相手をかわすことが

できるかどうか、ドリブルで運べるかど

うかは個々の技術力にかかわってき

ます。ただ、0－6 という結果だけを見

ると、残念ながら、まだまだ技術的に

は未熟であったと言わざるを得ませ

ん。 

【今後の活動に活かす！】 

試合後の選手たちは、悔しさを表

情に表したり、黙って悔しさをかみし

めたりしていました。0－6 で負けて悔

しくない選手はいないと思いますが

（思いたいですが）、その悔しさを単な

る試合に負けた悔しさで終わらせな

いためには、次回の活動にどのような

姿勢で取り組むのかが大事になりま

す。コントロール、フェイント、ドリブル

の練習に対して、今までのようないい

加減な考えで臨むのでは全く意味が

ありません。コントロール一つとっても、

アウトサイドできちんとコントロールで

きているのか？苦手な左足ではどうな

のか？相手の位置を考えてコントロ

ールできているのか？などと、より実

戦的に、相手をイメージしながら一つ

一つのプレーの精度を上げていかな

ければなりません。 

フェイントも試合で使えなければ意

味がありません。スピードだけ、パワ

ーだけでは通用しないことが分かった

ならば、一つ一つのフェイントの動き



トリコロール 2021.7 月号 発行：特定非営利活動法人かながわクラブ 
〒221-0076 横浜市神奈川区白幡町 2-11  TEL045(633)4567/FAX045(633)4577 

http://www.kanagawaclub.com 
 

 

5 

の意味を理解し、何回仕掛けてもミス

しないレベルまで仕上げなければな

りません。ユニフォームの違う相手と

の試合のなかで通用するのかどうか

を常に意識して練習に取り組むことで

す。 

【一人一人が上手くなれば…】 

活動への取り組みという観点から

言えば、もう一つ、「仲間を大切にす

ること」が挙げられます。勿論、サッカ

ーは一人ではできませんが、それ以

上に仲間のミスを全員で補ったり、仲

間を生かすために自己を犠牲にした

りすることがサッカーでは求められま

す。「One for all. All for one」はラグビ

ーだけのキャッチフレーズではないの

です。 

一人一人の技術が向上することで

チームとしての力がアップします。一

人一人の技術の向上には、遠慮や忖

度のない競争や真剣に切磋琢磨す

る雰囲気が不可欠です。上手な選手

に敢えてチェレンジすることや下手で

も一生懸命にチャレンジすることは言

うまでもありません。サッカーが上手く

なりたいという同じ目標に向かって、

全員がお互いを仲間として認め合い、

馬鹿にすることもなく、サッカーの技

術を磨くようにならなければなりませ

ん。 

三日間 5 試合の公式戦を経て、悔

しさだけでなく様々な感情が生まれる

はずです。また、普段は体験できない

公式戦という経験から、肌で感じるこ

ともいろいろあるでしょう。そうした

様々な心の動きによって、サッカーに

対する取り組みにも変化が現れること

を期待します。引き続き保護者の皆

様には、温かい目で子どもたちを応

援していただければと思います。 

(佐藤 敏明) 

 

 

幼児・小 1 

6月は雨のため活動が中止となる

日程もありましたが、27日には 15名

が参加し、元気よく身体を動かすこ

とができました。「久々にいい汗かい

たよ～！」と話す子どもの笑顔に癒

されました。 

私事ですが、6 月 21 日に大手町

で１回目のワクチン接種をしてきまし

た。発症予防、重症化予防を期待

しつつ、これまで同様に、手洗い、

マスク着用の感染予防対策を継続

していきます。 

7月 23日には東京オリンピックが

開幕します。57年前に9歳だった私

は、10 月 10 日の開会式をテレビで

見た記憶があります。競技に関して

は、女子バレーボール「東洋の魔女」

の金メダルと男子マラソンの優勝者

アベベぐらいしか覚えていません。

４年後のメキシコオリンピックではサ

ッカー小僧になっていた私ですが、

この時点ではまったくサッカーとの

接点はないため、テレビで見ること

もなく、日本が強豪アルゼンチンに

3-2で勝利を収めたこともまったく知

らない状態でした。 

今回のオリンピックでは、自国開

催の利を活かして、男女とも優勝を

勝ち取って欲しいですね。子どもた

ちはスタジアムでの観戦はできなく

とも、深夜に眠い目をこすりながら

や翌日に録画で見るのではなく、自

宅でリアルタイム観戦ができます。

ご家族で多いに盛り上がって、熱い

応援を続けていきましょう。また、子

どもたちにはサッカー以外の競技で

も、世界のトッププレーヤーが繰り

広げるさまざまなプレーを見て欲し

いものです。 

（浜野 正男） 

 

 

Papas 

【Comp2021年度】 

昨年度の Compの活動は、通常

開幕の 4月から新型コロナ感染の

影響で半年遅れの 9月 13日からの

スタートになり、3か月で 10試合を

消化するタイトなスケジュールでし

た。 

2021年度は例年通りの 4月から

のスタートとなり、5月末までは順調

に試合を消化してきましたが 2部の

チームにコロナ感染者発生により 6

月 13日の試合が中止となり、またそ

の翌週 6月 20日は雨天で中止とな

り 2週連続で試合から遠ざかってい

ます。 

当初の予定通り試合が進むと 9

月 19日でリーグ戦終了の予定でし

たがこのままの状況では「かながわ

クラブ」が提供する 10月 31日大黒

埠頭までリーグ戦が続く可能性があ

ります。 

グランド提供の担当は久しぶりにな

りますので皆さまご協力をお願いい

たします。 

6月 26日時点での戦績は、敗戦

はありませんが引分が多く 3勝 4分

けの暫定 3位につけています。1勝
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2敗も 3分けも同じ勝ち点 3なので

勝ち切れるサッカーをしましょう。 

最後にこれからワクチン接種は進ん

でいくと思いますが、新型コロナウィ

ルスが世の中からなくなったわけで

はありません。健康には十分に注意

して毎日の検温は忘れず行ってく

ださい。一戦一戦勝利に向けて悔

いのないようにまた、楽しんで最後

までやり切りましょう。 

(瀬長 義男) 

 

 

ヨーガ 

【無事に卒業しました】 

オンラインでヨーガのワークショッ

プを受け始めてから 3 か月がたち、

最終の試験がありました。サンスクリ

ット語をたくさん覚えて、インド哲学

の理解を深めて、アーサナ（ヨーガ

のポーズ）もたくさん練習して頑張っ

た甲斐があり無事に合格。卒業式

を迎えることができました。 

皆様にはお世話になり応援して

いただき本当にありがとうございまし

た。 

卒業式のときの、このワークショッ

プを指導してくださった先生からの

言葉がとても印象的でした。 

その内容は「ヨーガのインストラク

ターはどのようにあるべきか」というも

のです。 

まずひとつめは「自分が幸せであ

ること」 

日常にヨーガの知恵を生かすこと

は人生を変えます。それは「起きて

くること」を変えるのではなく、「起き

てきたことをどうとらえるか」が変わる

からです。ヨーガの教えは心を強く

してくれます。それにより起きてくる

物事に心をとらわれることなく平静

な気持ちでいられるようになります。 

困難とのつきあい方も変わります。

困難から逃げている限り心は弱いま

ま。困難に立ち向かいどう対処する

かを落ち着いて考え行動することに

より人は強くなれます。その心の強

さが自分自身を幸せにしてくれるの

です。 

ふたつめは「その幸せを他者に

分け与えること」 

お金を得たとして、それを人に分

け与えると自分の持っているお金は

減ってしまいます。ですが、自分の

得た知恵を人に分け与えても知恵

が減ることはありません。むしろ、人

に教えるたびに自分も得るものがあ

ります。知恵への理解が深まります。

真実の知恵は人に渡せば渡すほど

自分の中の真実も増えていくので

す。 

ヨーガの知恵は素晴らしいなと再

認識しました。これを伝える仕事に

つくことができた幸せを感じるととも

に、正しく伝えるためにもっと勉強

する必要も感じました。なので、一

安心して油断したくなる自分の気持

ちを叱咤激励。さらに上級のワーク

ショップも受けることに決めました。

まだまだ、ヨーガの修行は続きま

す。 

(伊藤 玲子) 
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